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企業視察団が新潟を訪問 

 

4 月中旬に知り合いの北京旅行社を通じて、中国の食品加工・冷凍物流の企業関係者 6

名が新潟県などを視察訪問しました。魚沼市では雪室倉庫や食品加工工場見学、新潟市で

は中央卸売市場・ピア万代を視察したほか、岩室温泉に宿泊し、岩室芸妓を楽しみました。 

中国における技術発展は著しいものがありますが、食品加工や低温冷凍の技術に関して

は日本から学ぶことが多いとのことです。他にも視察希望の話を頂くことがありますが、

なかなか受入先が見つからないことが悩みの種となっています。(荒井) 

 

14億人市場への挑戦 

 

今年に入り、複数の市内企業から中国市場への参入に興味を示して頂き、色々と調査を

始めています。富裕層が厚く、とても大きな市場とはいえ、ここは中国。輸送・関税・決

済・販売手法・規制・商習慣・与信管理・煩雑な手続き・流行など障壁が多いのも事実で

す。 

中国市場での物品の販路開拓にあたっては大きく分けて３つの手法があるようです。①

展示会出展②代理店経由③ネット販売。いずれも商品やターゲット、価格帯によって異な

るので、それに合った手法を選ぶことが重要のようです。 

北京事務所としても、信頼できる関係者から聞き取りをしながら、国・県などの協力・

事業を活用しながら進めて行きたいと思います。中国市場に興味がある方はぜひお知らせ

ください。(荒井)  

 

端午節の特別な食べ物、粽
ちまき

について知ってみよう！ 

端午節（端午の節句、今年は 6月 10日）を控え、中国各地では香袋作りや粽作り、ヨモ

ギ飾り、ドラゴンボートレース等伝統的なイベントが行われています。 

ご存知のように、粽を食べることは端午節の重要な習慣です。粽は春秋時代（紀元前 770—

紀元前 476 年）に登場したと言われ、当初は祖先や神に祭る供え物として使われていまし

た。また、粽の起源は戦国時代（紀元前 476年—紀元前 221年）で、もともとは川に身を投

げて死んだ楚の国の愛国詩人、屈原（くつげん）に捧げるためのものだったという説もあ

ります。 

粽は古くは「角黍」、「筒粽」とも呼ばれました。北方では、まこもの葉で黍（きび）
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を包んで粽を作るので、「角黍」と呼ばれ、南方では、竹筒に黍を詰めるので、「筒粽」

と呼ばれます。 

粽は唐の時代（618年－907年）まで黍で作られていましたが、その後、もち米が主な原

材料になり、現在、中国各地の粽は主にもち米で作られています。 ただし、黄色いもち黍

で粽を作る山東省周辺は例外です。「山東省をはじめとする黄河中流域と下流域では、稲

の栽培に適する水田がほとんどなく、栽培される作物の中、粘着性のあるもち黍が粽を作

ることにふさわしいので、黄色いもち黍粽が現れました」と山東省民間伝承協会の専門家

である李浩氏は、もち黍粽の起源をこのように説明しました。 

また、粽を包む葉っぱも時代と地域によって異なります。一般的に、多くの葉緑素や独

特な香りがあり、さらに丈夫で粽を保存しやすいように抗菌効果を持つ葉っぱが使われま

す。粽を蒸している或いは煮込んでいるうちに、葉っぱの香りが粽の内側まで浸透し、特

別な風味を与え、さらに美味しくなります。上記の 「筒粽 」に使う竹筒の生産が難しく

なるのに伴い、魏晋時代（220 年—420 年）の末期には「筒粽 」の姿が消えました。一方、

粽の葉っぱはまこもの葉から次第に笹の葉、葦の葉などに代わりました。現在、粽の葉っ

ぱはほとんど笹と葦の葉で、そのうち南は笹の葉、北は主に葦の葉です。また、地元にあ

る葉っぱを使い、特色のある粽を作るところもあります。例えば、山東省周辺は柏の葉、

海南島はバナナの葉を使います。 

粽の葉っぱの違いだけでなく、具、形や味のバリエーションもますます豊富になり、地

域なりの特徴があります。現在、中国の粽は南方では塩辛いものが主流で、北方では甘い

ものが多いです。一番有

名なのは浙江省の嘉興の

肉粽です。特に新鮮な豚

肉ともち米で作った肉粽

は脂肪が多いが、油っぽ

くなく、塩味と甘味がほ

どよく、もちもちしてい

て美味しく、浙江省嘉興

市の名物として大人気で、

「粽の王」と呼ばれてい

ます。広東省の粽は塩漬

け卵黄、キノコ、塩漬け

や醤油漬け豚肉などを具にしますが、アワビのような高級なものもあります。北京の粽は

よく棗（なつめ）やあんこを具にしますが、果物の砂糖漬けを具にするものもあります。

四川省の粽は唐辛子の粉が入り、辛い物が大好物とする四川人の口に合う独特の味です。

宋の時代の文人蘇軾（そしょく）は「粽の中にヤマモモをみつける」と詠んでおり、粽の

具の豊富さが窺えます。 

長い年月を経て、粽は中国の端午節を代表する食べ物になったと同時に、保存技術の進

歩によって半年ほど保存できる真空パックの粽も出てきて、一年中何処でも食べられるよ

うになりました。一方で端午節に際して、家で家族の好みに合わせて粽を手作りすること

も特別な過ごし方です。（キク） 

                   

                       中国のモバイル決済についての一言 

 

中国の日常生活で広く利用されているモバイル決済は、携帯電話決済とも呼ばれ、利用

者が携帯端末（通常はスマホ）を使って、消費した商品やサービスの代金を支払うサービ

スです。中でもウィチャットペイ（WeChat Pay 中国語で「微信支付」）（※WeChat は日
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本で言う LINE）とアリペイ(Alipay 中国語で「支付宝」）は、最も利用頻度が高く、普及

率の高いプラットフォームです。 WeChat の月間アクティブアカウント数は 12.6 億、アリ

ペイのアクティブユーザー数は 10 億を超え、全世界で約 12 億人のユーザーが利用してい

ます。 

モバイル決済は通常、リモート決済と QR コード決済に分けられます。リモート決済は、

日本より充実しており、インターネットバンキング、スマホでのインターネットショッピ

ング、SNS による送金による支払いを指します。QR コード決済は、日本と同様に消費した

金額を入力するか、QR コードをスキャンして決済します。現金や銀行カードを持ち歩く必

要がなく、操作が簡単ですごく便利です。 決済コードはランダムに生成されるダイナミッ

ク QRコードで、通常はスクリーンショットできないように設定されており、利用者の金銭

の安全を守っています。 QRコード技術は当初、携帯電話による決済のために発明されたの

ではなく、日本人により商品情報の追跡や識別などのために発明されましたが、中国人の

徐偉が QR コード決済を発明して以来、この技術革新は中国における QR コード決済の急成

長と普及につながりました。 

QR コード決済は 2010 年 10 月にアリペイによって初めて導入されたことにより、電子商

取引企業のオンライン（ネット）からオフライン（店舗利用）へ利用領域を拡大すること

に繋がりました。 一方、WeChat Payは 2013年 8月に WeChat間での決済機能を正式に開始

しました。アリペイと WeChat Payは、QRコード決済を推進する上で、加盟店に対して手数

料率ゼロ、QR コード及び決済端末の無償提供のほかサポート体制を充実させました。消費

者に対しては、一定割合を還元、もしくは割引などのキャンペーンを実施するほか、SNS

を通じて利便性と安全性をアピールするなど、さまざまな戦略を採用してきました。これ

により、中国ではモバイル決済が広く適用され、普及し、人々の日常生活に欠かせない決

済手段のひとつとなりました。WeChat Pay とアリペイは、決済シーンとユーザーニーズが

異なり、 アリペイは金融商品サービスが豊富であり、WeChat Payは強力な連絡ツール手段

が強みです。今年、WeChat Payとアリペイは外国人にも使えるように改善しました。(ハン) 

  

 

中国レポート No.102 2024年 5月 

 

 北京の春は短い。寒い冬が終わり、４月になると春めいて来るが、それもつかの間、５

月になると急に暑くなり初夏に突入する。 

 正直言って、最近の北京にはあまり明るい話題はない。経済が芳しくないので、何とな

く重苦しい空気が漂っている。米、欧、日などの「中国封じ込め」も鬱陶しさに拍車をか

けている。日中韓首脳会談が久しぶりに開催されたが、今の米中対立の下、大きな成果を

期待する人はほとんどいない。それよりも今は経済が最重要だとみな思っている。中国経

済はこれからどうなって行くのか、この問題は人々の生活に直接関わってくるので、無関

心ではいられない。とは言っても、多くの人は懐に金が無いわけではない。運輸交通部に

よると、5月のＧＷ（５月１日―５日）に地域を跨いで移動した人数は延べ１３．６０億人、

前年同期比＋２．１％だった。文化観光部の統計では、純粋な国内観光旅行者数は延べ２．

西園寺 一晃先生の 
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９５億人で、同＋７．６％だった。観光収入は同＋１２．７％だった。この期間中の海外

旅行者数は４７７万人で、同＋３８．０％。 

 ５月のＧＷの最中、久々に夢のある、明るいニュースが飛び込んできた。それは中国の

月探査機「嫦娥６号」を搭載した「長征５号遥」ロケットが５月３日海南島文昌宇宙基地

から打ち上げられ、成功した事だ。この「嫦娥６号」は、月の裏側の南極にあるエイトケ

ン盆地に着陸し、さまざまなサンプルを採取し、地球に持ち帰る「サンプルリターン」を

目的としている。成功すれば世界初の快挙である。先行して３月に打ち上げられた「鵲橋

２号」が通信の中継を担当する。中国が月の表側のサンプル採取に成功したのは「嫦娥５

号」による２０２０年である。中国の探査機が月の裏側に軟着陸したのは今回が初めてで

はない。２０１９年１月、中国は世界で初となる月探査機「嫦娥４号」を月の裏側のクレ

ーターに軟着陸させている。２０１８年５月に打ち上げた中継衛星「鵲橋」を通じ、貴重

な写真を送り続けた。今回はさらに一歩進んで、サンプルを持ち帰る計画だ。 

１９５０年代から長きに渡り、宇宙に対する調査、研究、開発は米国の「アポロ計画」、

旧ソ連の「ルナ計画」に代表される米ソ両国の独壇場であった。ところが１９８０年代の

「改革開放」以降、この分野で中国は米ロ両国の間に割って入った。「宇宙開発」とひと

事で言うが、さまざまなハイテクの集積で成り立っている。１つの分野の技術が欠けても

成り立たない。中国経済が困難に陥ると、日本では必ず「中国経済崩壊」論が出るが、中

国経済を再飛躍させる可能性のあるハイテク分野では、着実、急速に技術革新が起き、全

体の底上げが行われているのもまた事実なのである。特に宇宙開発分野では、すでにロシ

アを抜き、米国と肩を並べるところまで来たと言っても過言ではない。 

 そこで今回は、中国の宇宙開発の経過と現状について述べてみることにする。ある友人

は「宇宙開発と言うと超現代を想像するが、中国の宇宙開発の試みは明朝の時代に始まる」

と言う。明朝の高官が４７本の固体燃料を使い、自作のロケットに乗って宇宙を目指した。

今で言えば「有人宇宙飛行」だ。ところがロケットは爆発し、高官は死亡、夢はつい果て

た。本当の話かどうかは分からないが、古代から人類は果てしない宇宙に夢を抱いていた

のだ。 

 明朝の物語はさて置いて、中国の宇宙開発の原点は１９５０年代に遡る。新中国が成立

したのが１９４９年、世界は厳しい冷戦下にあった。中国は米国など西側陣営の封じ込め

に遭い、また「東側陣営のリーダー」であったソ連とも実は関係が良くなかった。そんな

わけで、毛沢東は米ソの圧力を跳ね返すため１９５５年「中国独自の戦略兵器」の開発を

提起した。核兵器である。核兵器は核爆弾と、それを運ぶロケットから成る。人工衛星も

同じで、人工衛星とそれを宇宙まで運ぶロケットが必要だ。当時中国の強大化を恐れたソ

連は、核兵器と運搬ロケットの技術を中国に渡さなかった。中国は独自で開発するしかな

かった。 

 戦後、米ソの宇宙開発競争は華々しかった。ソ連は１９５７年１０月、人工衛星「スプ

ートニク１号」を米国に先駆けて打ち上げた。米国などの西側にとってはまさに「スプー

トニクショック」だった。同年ソ連は犬（ライカ）を搭載した「スプートニク２号」の打

ち上げに成功した。米国の初打ち上げは１９５８年１月である。その後、旧ソ連は１９６

１年４月、宇宙飛行士のユーリー・ガガーリンを乗せた有人宇宙船「ボストークＫＡ－２」

の打ち上げに成功した。１９６６年２月、ソ連の人工衛星「ルナ９号」は月面軟着陸に成

功した。ソ連に後れを取った米国の反転攻勢は１９６９年である。７月、米国は有人の「ア

ポロ１１号」の月面着陸に成功した。米国人宇宙飛行士のニール・アームストロングとバ

ズ・オルドリンは月面に立った初の人類となった。 

この華々しい米ソの宇宙開発競争を、中国は指を咥えて見ていた。毛沢東は号令をかけ

た。「建国１０周年の１９５９年までに、中国の人工衛星を打ち上げよ」。実は、中国は

極秘裏に核弾道、運搬用のロケット、人工衛星の研究開発を進めていた。特に１９５６年、
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中国の物理学者銭学森が米国から帰国すると、銭を所長とする「国防第５研究所」が設立

され、「中国航空宇宙１２年計画」が策定された。銭学森グループの活躍は目覚ましかっ

た。 

１９６０年２月  観測ロケットＴ―７打ち上げに成功 

１９６０年９月  Ｒ―２ロケット打ち上げに成功 

１９６０年１１月 短距離弾道ミサイル「東風１号」発射成功 

１９６４年６月  「東風２号Ａ」発射成功 

１９６４年７月  観測ロケットＴ７－Ａ打ち上げと回収に成功 

１９６４年１０月 初の核実験成功（新疆ウイグル自治区ロプノール） 

１９６６年１２月 中距離弾道ミサイル「東風３号」発射成功 

しかし中国は毛沢東が目指した「建国１０周年の１９５９年までに人工衛星を打ち上げ

る」事は出来なかった。中国が運搬用ロケット開発に力を入れている時、米ソは人工衛星

を打ち上げたばかりではなく、月面着陸を競う段階に入っていたのである。中国は人工衛

星の打ち上げを米ソに次ぐ「３番目の国」になる事を目指したがそれも叶わず、フランス

と日本に先を越された。日本初の人工衛星「おおすみ」が打ち上げに成功したのは１９７

０年２月であった。中国は遅れる事わずか２か月、同年４月に初の人工衛星「東方紅１号」

打ち上げに成功した。その後１９７５年１１月、中国は回収式人工衛星「ＦＳＷ－０１」

の打ち上げと回収に成功したが、１９６０年代後半から１９７０年代後半の約１０年間、

中国の宇宙開発は停滞した。理由は文化大革命勃発である。 

 中国の宇宙開発に再びエンジンがかかったのは１９８０年代に入ってからである。１９

７６年に毛沢東、周恩来が亡くなり、「４人組」事件を経て、文化大革命は終了した。鄧

小平は華国鋒との権力闘争を制し、権力を把握した。「改革開放」時代の幕開けである。

鄧小平が宇宙開発面で先ず行ったのは、組織的、財政的、技術的なバックアップ体制の構

築である。１９８８年、中国は「航空航天工業部」を設立、１９９３年には「中国国家航

天局」と「中国航天工業公司」が設立された。重点として「長征」ロケットシリーズの更

なる発展、商業衛星打ち上げが提起された。開放政策の目玉の１つとして、宇宙開発分野

での国際協力も推進し、同じ発展途上国であるブラジルの「国立宇宙研究所」と探査衛星

の共同開発で合意した。この中国とブラジルの共同開発は順調に進み、１９９９年１０月、

両国共同開発の資源探査衛星「資源１号」が、２００３年には同「資源２号」、２００７

年には同「資源３号」が打ち上げられた。中国とブラジルの宇宙開発面での協力は今も続

いている。 

 ２００７年１０月、中国は初の月探査機「嫦娥１号」を打ち上げ、月軌道に到着した５

番目の国となった。月軌道に乗るという面では、中国は依然フランスや日本に後れを取っ

ていた。ところが月面着陸で中国は日仏を追い抜いた。２０１３年１２月、中国は月探査

機「嫦娥３号」を月面に軟着陸させ、米国とロシア（旧ソ連）に次ぐ３番目の国となった。

この「嫦娥」計画は順調に進み、２０１８年１２月打ち上げられた、「嫦娥４号」は月の

裏面の撮影に成功し、翌２０１９年１月、月の裏側への軟着陸に成功した。世界初の快挙

であった。２０２０年には「嫦娥５号」を打ち上げ、初の月軌道上でのドッキングに成功、

その後月の土壌（表側）を採取し地球に帰還した。中国は宇宙開発面で一気に米ロと肩を

並べるほどに急成長したのである。 

 「嫦娥」計画での月面探査と同時に、中国は宇宙ステーション（ＣＳＳ）建設に乗り出

した。２０１１年１０月、中国は「天宮」計画を実施し、ＣＳＳ建設のための衛星「天宮

１号」を打ち上げた。同時に宇宙ステーションで作業する飛行士の訓練と選抜に入った。

２０１６年１０月、中国は２人の飛行士を乗せた有人宇宙船「神舟１１号」を打ち上げ、

２日後に「天宮２号」とドッキングさせ、１１月無事帰還させた。中国のＣＳＳ建設は、

数年の準備期間を経て２０２１年４月開始、２０２２年１２月に完成した。これに先立ち、
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国連宇宙局は中国国家航天局と、ＣＳＳの利用機会を国連加盟国に開放する協定を結び、

現在日本を含む１７か国２３機関による様々な実験が計画されている。 

なお、中国はＣＳＳをバックアップする以下の衛星を多数打ち上げている。 

「天和」衛星：３人の居住が可能で、ＣＳＳの誘導、航行、方向制御などに対応するコア

モジュール。 

「問天」衛星：ＣＳＳの管理、制御、「天和」のバックアップ。 

「夢天」衛星：微小重力実験設備搭載。 

「巡天」衛星：直径２ｍの主鏡と２．５キガピクセルのカメラ搭載。ハッブル宇宙望遠鏡

の３００倍の視野を持つ（２０２４年打ち上げ予定）。 

 人々が月と共に大きな関心を寄せているのは火星である。米ロは早くから火星探査に乗

り出し、無人探査機を火星に送り込んでいた。中国は２０２０年に入るとこの分野に参入

した。２０２０年７月、中国は火星探査機「天問１号」を乗せた大型ロケット「長征５号」

を打ち上げ、翌２０２１年５月、火星の「ユートピア平原」南部に着陸させることに成功

した。米ロに次いで３国目である。着陸機には地表を走行する探査車「祝融号」が搭載さ

れ、地表走行も成功した。この地表走行に関しては、これまでロシアは成功していないの

で、中国は米国に次ぐ２国目となった。 

 宇宙開発の面で、中国の悲願は自前の衛星測位システムを持つ事であった。このシステ

ムは現代社会においては、民用、軍用、ビジネス全ての分野で不可欠のものである。これ

まで世界にはグローバル衛星測位システムとして米国のＧＰＳ、ロシアのＧＬＯＮＡＳＳ、

ＥＵのＧＡＬＩＬＥＯなどがあったが、米国のＧＰＳが性能、カバーする範囲などの面で

圧倒的に強力だった。中国が自前の衛星測位システムの開発に取り組み、その完成を急い

だ理由は１９９１年の「湾岸戦争」にある。米国はＧＰＳを利用し、正確にイラク軍の戦

車、軍事拠点を木っ端微塵にした。イラク周辺ではＧＰＳ機能を停止し、イラクに使用さ

せなかった。現代戦において、いかに衛星測位システムが重要か、中国は思い知らされた

のである。もう１つの出来事は１９９３年に起きた。中国の遠洋船「ギャラクシー号」が

「化学兵器運搬の疑い」で米軍から検査を要求された事件である。中国は「あまりにも理

不尽」と拒否、すると米国側は「ギャラクシー号」近くのＧＰＳサービスを停止した。そ

のため同船は３３日間方向を失い海上を彷徨する事となった。これらの事から、中国は米

国のＧＰＳに頼る事は、現代社会において死活問題である通信において、米国に首根っこ

を押さえられる事だと痛感したのである。 

 中国は２０年の歳月をかけ、中国版ＧＰＳである「北斗システム」（ＧＮＳＳ）の開発

に取り組み、２０２０年６月、最後の５５機目の衛星を打ち上げ、ＧＮＳＳを完成させた。

７月には世界に向けて正式サービス

の開始を宣言した。サービス範囲とし

ては、今やＧＰＳと並んで２大グロー

バル衛星測位システムとなっている。 

 習近平指導部は「大国」という言葉

が好きなようだ。「貿易大国」、「製

造大国」、「海洋大国」、そして今中

国が目指しているのは「宇宙大国」で

ある。宇宙開発には夢がある。人類は

宇宙についてほとんど知らない。知ら

ないからあれこれと空想をし、その空

想が「宇宙人」や「ＵＦＯ」を生む。

一方で、宇宙開発にはきな臭さも漂う。

宇宙開発には近年インドなどグロー

【筆者プロフィール】 

 西園寺 一晃（さいおんじ かずてる）氏 

 １９４４年生まれ 

⚫ 明治の元勲・公爵・首相・枢密院議長である西園 

寺公望氏を曾祖父に持つ。  

⚫ 西園寺公一（きんかず）氏（第一回参議院議員・

日中文化交流協会常任理事）の長男。 

⚫ 北京大学経済学部卒業 

⚫ 朝日新聞社に在籍中は、日中関係の調査研究室長

などを歴任。退職後も中国問題の調査、研究にあ

たる。 

⚫ 現在工学院大学客員教授、北京大学客員教授、伝

媒大学客員教授、北京城市大学客員教授 
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バルサウスも参入し始めた。今後競争は激化するだろう。競争の激化は必然だが、それは

「平和的」であって欲しい。中国の多くの人もそう思っている（止） 

西園寺一晃 ２０２４年５月２７日  

 

 
■■お知らせ■■ 
 新潟市の中小企業、団体等が中国国内で経済活動を行うに当たり、様々な支援を行っています。 

お気軽にお問い合せください。 

【住所】中国北京市朝陽区建国門外大街 26 号 長富宮弁公楼 2014 室 

【メールアドレス】bjniigata@niigata-bj.net 

【URL】http://niigata.stars.ne.jp/zh/ 

 

mailto:bjniigata@niigata-bj.net
http://niigata.stars.ne.jp/zh/

